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あとがき たものが海外で評Illiされ、それが逆輸入されるこ

とは珍しくない。前場のあとがきにおいて、樋Ｉｚｌ

綱集委貝がり1用文献の愈要ざを指摘している。そ

の中で「文献を読むことはアイディアの源である。

爽践や調搬が－つのjid縞であるならば、文献はも

う一つのjlL鰭である｡」と響かれているが､研究滑

にとって疑lll1の余地はないだろう。

論文だけでなく、稲動的な外国人とiiiFしていて

感じるのは、自分の主張も語るが、こちらの詔を

Ⅲ]こうとする真剣な姿勢が常にうかがえることで

ある。現在、学校教fjfのiI1でも低学f'二から発表す

る方法や技術等はJlr視されている。しかし、人の

縮をｉＭ<力の育成や他の人を緋価する姿勢もIli典

であろう。これまで多くの「環境教育」や「総合

的な学習のIlfili」の実践を見てきた。その中で、

Ⅱ鮒の体験からなのか、子どもにとっても自分が

発表すること、語ることは割と熱心であるように

思える。しかし、人の話をじっくり'111〈という点

では物足りなさを感じることが多い。

個人的ではあるが､岐近、「環境教育」だけでな

く、多くの学会で森続を頼まれることが多くなっ

た。その塒合でも、lik初は内容に疑１１１１を思っても、

碗み返すと若者のｕいが伝わってくることが多い。

ただ、少し、表現雑が足らなかったり、論理にjl&

蹄があったI)しただけのことである。場合によっ

ては自分の不十分な読解も浮かんでくる｡(もっと

も従来から自分は「人にはやさしく、！:】分にはよ

り甘く」という体質が備わっているからかもしれ

ないが｡）

「環境教了『」を辺じて、人の意見をlliIき、自分と

の連いをEl1解した｣月で、相手の立場もjMijRするこ

とができる姿勢を小学生から研究者までにも望み

たい。確かにllllIllでは養老祇司氏の「バカの壁」

で述べられているように、お:ｌｉ:いの111解は不可能

なことも多いかもしれない。しかし、この姿勢を

もつ「環境教育」の実践や研究の視点が結采的に

は混沌とした国際政論や綴i荷にも反映されること

に繋がると考えたい。
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昨年７月に成立した「靴境の保全のための懲欲

の増進及び環境教育の推進にlＨ１する法律」につい

ての今後の動li1が注目される。この法律の第一条

にもあるように「健全で恐み豊かな環境を純排し

つつ、原境へのＪ１荷の少ない健全な経済の発腱を

図りながら持続的に発展することができる社会」

の榊築は誰もが願うところであろう。しかし、些

本方針作I)の背蛾とのなるロ本の現状を見ると、

１ｺ内維済の課題、イラクをめぐる外交IMI題等と文

字辺り「内憂外JMuとなっている。解決策として

即効薬はなく「111家百年の大計」と荷われる「教

育」にしか期待できないと言っても過言ではない。

「自ら学び、自ら考え主体的に判Ⅲ几、よ')よく

１１M題を解決するiii質や能ｿjを育てること」の今Ｈ

的な教ﾃﾞｹﾞのねらいは今の[1本にとってもこれから

の日本にとっても不可欠であろう。

きて､その｢l'で学会発足以来の学会貝による｢環

境教7｢」への取組は時代の先駆的なものと考えて

いる。そのため、学会誌「環境教稀」のもつ愈義

は大きい。ただ、投稿論文が股近1Wえつつあると

しても、会負数など全体的に見た場合、渡遼綱集

委貝促が「ニュースレター（第60暇)」で投柵を呼

びかけておられるとおり、少し擬しい゜今Ｈ１§度か

ら特築号を含めて年刊３巻の発行が予定されてい

るが、多くの突跳や教育が掲救され、さらには発

刊数がよ')増加されることを願っている。

何llIiに自分が他IILするのは、論文の投稿数だけ

でなく、掲赦された論文聯が意外と会貝にもi礎ま

れていないと'111〈ことである。著斬だけでなく、

査統粉や縞躯委Ll会の労力を考えても惜しい気が

する。「環境教Tf」だけでなく、他の学会誌でも似

たようなことを|Ⅲく゜なかなかＨ本人は、他の人

の諭文をじっくり読み、それを間<iil2価すること

が少ないようにも思える。雁l内でilf価苦れなかつ
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